
く
ら
し
の

情
報

①
心
の
教
室
相
談
員

　

小
中
学
生
の
悩
み
相
談
や
話

し
相
手
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格　

子
ど
も
が
好
き
で
、

教
師
と
連
携
し
て
小
中
学
生
の

悩
み
相
談
や
話
し
相
手
、
遊
び

相
手
と
し
て
支
援
が
必
要
な
子

に
適
切
に
対
応
で
き
る
人

募
集
人
員　

各
小
中
学
校
１
人

（
計
12
人
）

②
ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト

　

心
身
に
障
害
の
あ
る
子
の
支

援
を
し
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格　

子
ど
も
が
好
き
で
、

教
師
と
連
携
し
て
心
身
に
障
害

の
あ
る
子
の
支
援
が
適
切
に
で

き
る
人

募
集
人
員　

25
人
程
度　

①
②
と
も

勤
務
期
間　

４
月
か
ら
半
年
間

（
１
回
の
延
長
可
）

勤
務　

月
〜
金
曜
日　

１
日
６

時
間

勤
務
場
所　

市
内
小
中
学
校

面
接
日　

２
月
１
日
㈭

申
込
み　

１
月
15
日
㈪
〜
26
日

㈮
に
市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼

付
・
勤
務
を
希
望
す
る
学
校
が

あ
る
場
合
は
履
歴
事
項
の
行
末

に
そ
の
旨
を
記
入
）
を
直
接
学

校
教
育
課

※
郵
送
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

応
募
資
格　

司
書
の
資
格
を
持

ち
、
子
ど
も
が
好
き
で
明
る
く

熱
心
に
読
書
の
楽
し
み
を
伝
え
、

図
書
室
の
環
境
整
備
を
進
め
ら

れ
る
人

募
集
人
数　

８
人

勤
務
期
間　

４
月
か
ら
半
年
間

勤
務　

月
〜
金
曜
日　

１
日
６

時
間

勤
務
場
所　

市
内
小
中
学
校

面
接
日　

２
月
２
日
㈮

申
込
み　

１
月
15
日
㈪
〜
26
日

㈮
に
市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
を
直
接
学
校
教
育
課

※
郵
送
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

募
集
科　

①
造
園
施
工
科
②
造

園
管
理
科

定
員　

各
30
人

訓
練
期
間　

４
月
６
日
㈮
〜
平

成
31
年
３
月
15
日
㈮

選
考
日　

３
月
２
日
㈮

申
込
み　

１
月
５
日
㈮
〜
２
月

16
日
㈮
に
願
書
を
持
参
ま
た
は

郵
送
で
県
立
岡
崎
高
等
技
術
専

門
校
（
☎
０
５
６
４
（51）
０
７
７

５
）
ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所

募
集
科　

①
電
気
工
事
科
②
住

宅
総
合
科

応
募
資
格　

転
職
を
考
え
、
中

卒
（
見
込
み
可
）
ま
た
は
同
等

以
上
の
学
力
を
有
す
る
人

定
員　

①
20
人
②
30
人

①
②
と
も

訓
練
期
間　

４
月
６
日
㈮
〜
平

成
31
年
３
月
13
日
㈬

試
験
日　

３
月
２
日
㈮

申
込
み　

２
月
16
日
㈮
ま
で
に

入
校
願
書
を
公
共
職
業
安
定
所

問
合
せ　

高
浜
高
等
技
術
専
門

校　
　
　
　
　

☎
（53）
０
０
３
１

①
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
公
募
）

受
験
資
格　

18
歳
以
上
34
歳
未

満
の
自
衛
官
未
経
験
者

※
自
衛
官
で
あ
っ
た
期
間
が
１

年
未
満
の
者
も
含
み
ま
す
。

②
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
公
募
）

受
験
資
格　

18
歳
以
上
で
、
保

有
す
る
技
能
に
応
じ
53
歳
〜
55

歳
未
満
の
自
衛
官
未
経
験
者

※
自
衛
官
で
あ
っ
た
期
間
が
１

年
未
満
の
者
も
含
み
ま
す
。

①
②
と
も

試
験　

受
付
時
に
連
絡

申
込
み　

４
月
６
日
㈮
ま
で
に

自
衛
隊
安
城
地
域
事
務
所
（
☎

（74）
６
８
９
４
）

募
集
科　

①
木
造
建
築
科
②
造

園
科
③
建
築
板
金
科
④
左
官
・

タ
イ
ル
施
工
科

応
募
資
格　

30
歳
以
下
で
事
業

所
に
職
業
訓
練
指
導
員
が
在
籍

し
、
訓
練
科
に
該
当
す
る
職
種

に
従
事
し
て
い
る
人

※
事
業
主
が
愛
知
建
連
の
会
員

で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

訓
練
期
間　

①
②
３
年
③
④
２

年訓
練　

５
月
〜
平
成
31
年
３
月

の
土
曜
日
（
月
３
・
４
回
）　

９
時
〜
17
時

料
金　

事
業
主
負
担
金　

月
７

千
円
、
事
業
主
会
費　

年
１
万

円
、
入
校
金　

２
万
円
、
教
材

費　

１
万
２
千
円

申
込
み　

３
月
31
日
㈯
ま
で
に

願
書
を
事
業
所
を
通
じ
て
も
の

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
内
愛
知
建
連

技
能
専
門
校
（
☎
（41）
４
５
２
３
）

心
の
教
室
相
談
員

ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト

県
立
岡
崎
高
等
技
術
専
門
校

造
園
科
職
業
訓
練
生

募
集

自
衛
官

愛
知
建
連
技
能
専
門
校
訓
練
生

小
中
学
校
図
書
館
司
書

高
浜
高
等
技
術
専
門
校
訓
練
生
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試
験
日　

①
２
月
25
日
㈰
②
〜

⑤
３
月
２
日
㈮

申
込
み　

２
月
16
日
㈮
ま
で
に

公
共
職
業
安
定
所

問
合
せ　

県
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校

　
　

☎
０
５
３
３
（93）
２
１
０
２

　

絵
画
や
工
芸
作
品
な
ど
を
展

示
し
ま
せ
ん
か
。
是
非
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

展
示
期
間　

４
月
〜
平
成
31
年

３
月
の
う
ち
１
か
月
間

内
容　

壁
に
つ
る
し
て
展
示
で

き
る
も
の

対
象　

市
内
で
活
動
す
る
個
人
・

グ
ル
ー
プ

申
込
み　

図
書
館
中
部
分
館（
☎

（41）
１
９
８
０
）

　

日
曜
日
に
ご
み
を
受
け
付
け

ま
す
。

と
き　

１
月
21
日
㈰　

８
時
30

分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

衣
浦 生

活

受
験
資
格　

中
卒
以
上
（
見
込

み
可
）
で
心
身
と
も
に
健
康
な

人試
験
日　

２
月
17
日
㈯

内
容　

国
語
、
数
学
、
一
般
総

合
問
題
、
小
論
文
、
面
接

受
験
料　

２
万
５
千
円

申
込
み　

１
月
29
日
㈪
〜
２
月

14
日
㈬
に
西
尾
市
医
師
会
准
看

護
学
校
（
☎
０
５
６
３
（54）
２
８

４
１
）

※
募
集
要
項
と
願
書
は
西
尾
市

医
師
会
准
看
護
学
校
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

募
集
科　

①
総
合
実
務
科
②
Ｉ

Ｔ
ス
キ
ル
科
③
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス

科
④
Ｃ
Ａ
Ｄ
設
計
科
⑤
デ
ザ
イ

ン
科

応
募
資
格　

障
害
を
持
つ
が
症

状
が
安
定
し
訓
練
・
集
団
生
活

に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る

人
（
総
合
実
務
科
は
知
的
障
害

者
の
み
）

募
集
人
員　

①
15
人
②
20
人
③

〜
⑤
各
30
人

県
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

訓
練
生

西
尾
市
医
師
会
准
看
護
学
校

学
生
募
集

お
願
い

　

ご
み
特
別
搬
入
日
は
平
日
に

忙
し
く
、
ご
み
が
排
出
で
き
な

い
人
の
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
平
日
に
排
出
で
き
る
人

は
地
区
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
排

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

環
境
課
ご
み
減
量
係

　

県
で
は
消
費
者
を
取
り
巻
く

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
応
す
る

た
め
、
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
と

し
て
消
費
者
行
政
の
推
進
に
協

力
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

内
容

・
日
常
生
活
の
な
か
で
危
険
と

　

思
わ
れ
る
商
品
、
不
当
な
表

　

示
、
悪
質
商
法
、
生
活
必
需

　

品
の
価
格
動
向
な
ど
の
観
察･

　

情
報
提
供

・
消
費
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ

　

ー
ト
へ
の
回
答
（
年
１
回
）

・
生
活
必
需
品
な
ど
の
需
給
・

　

価
格
調
査
（
県
が
特
に
必
要

　

と
し
た
場
合
の
み
）

・
消
費
者
行
政
に
関
す
る
意
見･

　

要
望
の
提
出

・
地
域
・
周
囲
な
ど
へ
の
消
費

　

生
活
に
関
す
る
情
報
の
提
供

・
研
修
会
へ
の
出
席
（
年
１
回
、

　

交
通
費
は
自
己
負
担
）

応
募
資
格　

県
内
在
住
の
満
20

歳
以
上
の
人

※
公
務
員
、
公
職
選
挙
法
に
よ

る
公
職
者
は
除
き
ま
す
。

任
期　

依
頼
し
た
日
か
ら
平
成

31
年
３
月
31
日
㈰
ま
で

謝
礼　

千
500
円
以
内
（
年
額
）

申
込
み　

２
月
23
日
㈮
ま
で（
当

日
消
印
有
効
）
に
所
定
の
応
募

用
紙
を
県
民
生
活
課
（
☎
０
５

２
（954）
６
１
６
３
）
ま
た
は
西
三

河
消
費
生
活
相
談
室
（
☎
０
５

６
４
（27）
０
８
０
０
）

※
応
募
用
紙
は
県
民
消
費
生
活

相
談
室
で
配
布
す
る
ほ
か
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で

き
ま
す
。

　

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ

ー
お
よ
び
脱
衣
室
の
床
修
繕
の

た
め
、
風
呂
を
臨
時
休
業
し
ま

す
。

と
き　

１
月
22
日
㈪
〜
２
月
５

日
㈪

と
こ
ろ　

あ
お
い
パ
ー
ク

問
合
せ　

あ
お
い
パ
ー
ク　

　
　
　
　
　
　

☎
（43）
０
５
１
１

と
き　

３
月
６
日
㈫　

①
９
時

30
分
〜
11
時
30
分
②
13
時
30
分

〜
16
時
30
分

と
こ
ろ　

刈
谷
市
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー

内
容　

①
甲
種
防
火
管
理
再
講

習
②
防
火
・
防
災
管
理
再
講
習

※
②
は
「
甲
種
防
火
管
理
再
講

習
」
と
「
防
災
管
理
再
講
習
」

を
あ
わ
せ
て
行
う
も
の
で
す
。

定
員　

各
42
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

２
千
円

※
当
日
集
め
ま
す
。

申
込
み　

２
月
５
日
㈪
〜
９
日

㈮
17
時
ま
で
に
申
込
書
、
修
了

し
て
い
る
講
習
会
の
修
了
証
の

写
し
、
縦
４
cm
×
横
３
cm
の
写

真
（
３
か
月
以
内
に
撮
影
）
を

持
参
で
衣
浦
東
部
広
域
連
合（
☎

（63）
０
１
３
６
）
、
各
消
防
署

※
申
込
書
は
各
消
防
署
で
配
布

す
る
ほ
か
、
衣
浦
東
部
広
域
連

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手

で
き
ま
す
。
ま
た
、
電
話
・
郵

送
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

甲
種
防
火
管
理
再
講
習
・

防
火
・
防
災
管
理
再
講
習

あ
お
い
パ
ー
ク
　

風
呂
の
臨
時
休
業

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
衣
浦

ご
み
特
別
搬
入
受
付

ギ
ャ
ラ
リ
ー
利
用
者
募
集

県
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
の
募
集
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と
き　

２
月
３
日
㈯　

13
時
30

分
〜
（
開
場
は
13
時
〜
）

と
こ
ろ　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル

内
容　

海
浜
水
族
館
「
環
境
基

本
計
画
と
水
族
館
」
、
地
域
文

化
広
場
運
営
研
究
会
議
「
市
内

の
生
き
物
調
査　

ア
メ
リ
カ
ザ

リ
ガ
ニ
を
探
せ
」、
西
端
小
「
知

ろ
う
！
学
ぼ
う
！
守
ろ
う
！
油

ヶ
淵
〜
西
端
小
環
境
学
習
」
、

碧
南
高
校
「
３
年
目
を
迎
え
た

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
除
去
活
動
」、

パ
ネ
ル
展
示

問
合
せ　

環
境
課
環
境
保
全
係

　

交
通
事
故
の
な
い
、
安
心
し

て
住
め
る
ま
ち
碧
南
を
目
指
し

「
高
め
よ
う
モ
ラ
ル
、
守
ろ
う

ル
ー
ル
」
を
合
い
言
葉
に
交
通

安
全
市
民
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
者
に
は
反
射
材
な
ど
を

差
し
上
げ
ま
す
。
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

と
き　

２
月
７
日
㈬　

13
時
30

分
〜

と
こ
ろ　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル

内
容　

式
典
、
県
警
音
楽
隊
に

よ
る
演
奏
な
ど

問
合
せ　

地
域
協
働
課
交
通
防

犯
係

　

児
童
虐
待
家
庭
の
親
と
子
ど

も
の
心
の
叫
び
や
そ
の
家
庭
の

抱
え
る
問
題
な
ど
を
、
児
童
虐

待
対
応
弁
護
団
で
あ
る
子
ど
も

サ
ポ
ー
ト
弁
護
団
（
旧
キ
ャ
プ

ナ
弁
護
団
）
の
一
員
と
し
て
、

被
虐
待
児
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
虐
待
な
ど
で
行
き
場
を
失

っ
た
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
セ
ン
タ

ー
パ
オ
」
で
運
営
委
員
兼
「
パ

ー
ト
ナ
ー
弁
護
士
」
と
し
て
、

入
所
し
た
子
ど
も
と
継
続
的
に

関
わ
っ
て
き
た
間
宮
氏
に
よ
る

講
演
で
す
。

と
き　

２
月
23
日
㈮　

13
時
30

分
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ　

文
化
会
館

講
師　

間
宮
静
香
氏
（
県
弁
護

士
会
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
副

委
員
長
）

要
保
護
児
童
対
策
協
議
会

研
修
会

交
通
安
全
市
民
大
会

環
境
基
本
計
画
推
進
大
会

演
題　

虐
待
の
連
鎖
を
断
ち
切

る
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
が
で

き
る
こ
と

定
員　

130
人
（
先
着
順
）

問
合
せ　

こ
ど
も
課
育
成
支
援

係※
託
児
を
希
望
す
る
人
は
２
月

１
日
㈭
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

と
き　

①
１
月
17
日
㈬
②
１
月

31
日
㈬　

10
時
30
分
〜
11
時

と
こ
ろ　

棚
尾
児
童
セ
ン
タ
ー

内
容　

①
え
い
ご
で
遊
ぼ
う
②

節
分
の
会

対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

問
合
せ　

棚
尾
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
０
９
０

（2572）
０
８
９
２

　

ゾ
ウ
と
今
年
の
干
支
の
イ
ヌ

を
つ
く
り
ま
す
。
み
ん
な
で
楽

し
く
バ
ル
ー
ン
を
つ
く
り
ま
せ

ん
か
。
初
心
者
の
人
も
大
歓
迎

で
す
。

と
き　

２
月
４
日
㈰　

９
時
〜

12
時

と
こ
ろ　

も
の
づ
く
り
セ
ン
タ

ー対
象　

一
般

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

材
料
費　

500
円

申
込
み　

１
月
19
日
㈮
９
時
よ

り
参
加
費
を
添
え
て
も
の
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
（
☎
（43）
５
０
３
１
）

　

舞
踊
、
民
謡
、
カ
ラ
オ
ケ
、

ダ
ン
ス
な
ど
新
川
公
民
館
や
新

川
地
区
で
活
躍
す
る
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
が
１
年
間
の

成
果
を
発
表
し
ま
す
。

と
き　

１
月
20
日
㈯　

９
時
45

分
〜
16
時

と
こ
ろ　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル

問
合
せ　

新
川
公
民
館

　
　
　
　
　
　

☎
（41）
２
１
０
３

　

香
道
は
茶
道
や
華
道
と
並
ぶ

日
本
の
伝
統
文
化
で
す
。
香
道

で
は
香
り
を
「
か
ぐ
」
こ
と
を

「
聞
く
」
と
い
い
ま
す
。

　

香
道
は
香
木
の
香
り
を
聞
き

当
て
る
優
雅
な
遊
び
で
す
。
是

非
日
本
の
精
神
文
化
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

２
月
24
日
㈯　

14
時
〜

15
時
30
分

と
こ
ろ　

哲
学
た
い
け
ん
村
無

我
苑

講
師　

蜂
谷
宗
玄
氏
（
志
野
流

香
道
第
二
十
世
家
元
）　

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

千
500
円
（
呈
茶
券
１

枚
付
）

申
込
み　

１
月
25
日
㈭
10
時
よ

り
受
講
料
を
添
え
て
哲
学
た
い

け
ん
村
無
我
苑
（
☎
（41）
８
５
２

２)　
　

　

１
月
26
日
は
法
隆
寺
金
堂
壁

画
が
焼
損
し
た
日
で
、
こ
の
日

を
中
心
に
全
国
的
に
文
化
財
防

火
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

貴
重
な
文
化
財
を
火
災
・
震

災
そ
の
他
の
災
害
か
ら
守
る
た

め
に
防
火
点
検
・
消
火
訓
練
を

実
施
し
ま
す
（
見
学
可
）
。

と
き　

１
月
26
日
㈮　

14
時
〜

と
こ
ろ　

林
泉
寺
（
本
郷
町
）

問
合
せ　

藤
井
達
吉
現
代
美
術

館
内
文
化
財
課

　
　
　
　
　
　

☎
（48）
６
６
０
２

催
し

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
教
室

動
物
を
つ
く
ろ
う

棚
尾
児
童
セ
ン
タ
ー

わ
く
わ
く
タ
イ
ム

新
川
公
民
館

芸
能
発
表
会

貴
重
な
文
化
財
を

火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

は
じ
め
て
の
聞
香
教
室
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寄
付

　

み
そ
を
入
れ
る
容
器
（
出
来

上
が
り
約
2.5
㎏
）
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

と
き　

２
月
23
日
㈮　

９
時
30

分
〜

と
こ
ろ　

あ
お
い
パ
ー
ク　

講
師　

岩
月
サ
カ
エ
氏

定
員　

24
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

千
400
円

※
当
日
集
め
ま
す
。

申
込
み　

１
月
26
日
㈮
９
時
よ

り
直
接
あ
お
い
パ
ー
ク
（
☎
（43）

０
５
１
１
）

　

英
字
新
聞
を
使
っ
て
素
敵
な

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

と
き　

２
月
22
日
㈭　

10
時
〜

12
時

と
こ
ろ　

南
部
市
民
プ
ラ
ザ

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
込
み　

１
月
27
日
㈯
９
時
よ

り
図
書
館
南
部
分
館
（
☎
（42）
８

２
１
１
）

※
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、

28
日
㈰
９
時
よ
り
電
話
で
も
受

け
付
け
ま
す
。

と
き　

３
月
８
日
㈭　

９
時
20

分
〜
12
時

と
こ
ろ　

あ
お
い
パ
ー
ク

講
師　

久
保
幸
子
氏

内
容　

い
ち
ご
の
ロ
ー
ル
ケ
ー

キ
、
桜
も
ち

定
員　

18
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

千
400
円

※
当
日
集
め
ま
す
。

申
込
み　

２
月
１
日
㈭
９
時
よ

り
直
接
あ
お
い
パ
ー
ク
（
☎
（43）

０
５
１
１
）

　

初
釜
で
す
。
簡
単
な
点
心
で

お
も
て
な
し
し
ま
す
。

と
き　

１
月
28
日
㈰　

10
時
〜

15
時
（
立
礼
茶
席
は
16
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

哲
学
た
い
け
ん
村
無

我
苑

茶
会
席
主　

小
笠
原
芙
美
氏（
宗

文
・
久
田
流
）

三
曲
演
奏　

絲
音
の
会

呈
茶
料　

一
服
400
円

問
合
せ　

哲
学
た
い
け
ん
村
無

我
苑　
　
　
　

☎
（41）
８
５
２
２

と
き　

２
月
18
日
㈰　

13
時
30

分
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ　

哲
学
た
い
け
ん
村
無

我
苑

講
師　

増
田
孝
氏
（
愛
知
東
邦

大
学
教
授
）

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

千
500
円
（
呈
茶
券
1

枚
付
き
）

申
込
み　

１
月
19
日
㈮
10
時
よ

り
受
講
料
を
添
え
て
哲
学
た
い

け
ん
村
無
我
苑
（
☎
（41）
８
５
２

２
）

　

発
明
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
に
関

心
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
発
明

ク
ラ
ブ
や
指
導
員
の
活
動
を
実

際
に
見
る
見
学
会
を
開
催
し
ま

す
。

と
き　

２
月
18
日
㈰　

10
時
〜

11
時

と
こ
ろ　

も
の
づ
く
り
セ
ン
タ

ー定
員　

10
人

申
込
み　

２
月
13
日
㈫
ま
で
に
、

申
込
書
を
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
県
産
業
労
働
部
産
業

科
学
技
術
課
（
〒
460
ー
８
５
０

１　

名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
３

ー
１
ー
２
、
☎
０
５
２

（954）
６
３

７
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
２

（954）
６
９

７
７
、

san-kagi@
pref.

aichi.lg.jp

）

※
申
込
書
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

　

西
端
お
や
じ
の
会
の
指
導
の

も
と
、
わ
り
ば
し
鉄
砲
を
作
っ

て
遊
ぼ
う
。

と
き　

２
月
25
日
㈰　

10
時
30

分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

ら
ら
く
る
に
し
ば
た

対
象　

小
学
生

申
込
み　

２
月
３
日
㈯
９
時
30

分
よ
り
ら
ら
く
る
に
し
ば
た（
☎

（43）
３
４
３
４
）

　

ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
を
つ
く
り

ま
す
。
レ
ジ
袋
が
見
え
な
い
デ

ザ
イ
ン
な
の
で
イ
ン
テ
リ
ア
に

も
な
じ
み
ま
す
。

と
き　

２
月
25
日
㈰　

９
時
〜

12
時

と
こ
ろ　

も
の
づ
く
り
セ
ン
タ

ー対
象　

一
般
女
性

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

材
料
費　

２
千
円

申
込
み　

１
月
23
日
㈫
９
時
よ

り
参
加
費
を
添
え
て
も
の
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
（
☎
（43）
５
０
３
１
）

　

介
護
を
し
て
い
る
人
の
日
ご

ろ
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
の
事

業
で
す
。
介
護
す
る
仲
間
と
情

報
交
換
し
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

と
き　

３
月
２
日
㈮　

９
時
30

分
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ　

花
ひ
ろ
ば
と
ま
る
は

食
堂
（
南
知
多
町
）

内
容　

い
ち
ご
狩
り
、
花
つ
み
、

温
泉
入
浴

対
象　

市
内
在
住
で
要
介
護
認

定
１
〜
５
の
人
を
在
宅
介
護
し

て
い
る
主
た
る
介
護
者

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

千
円

※
当
日
集
め
ま
す
。

申
込
み　

１
月
22
日
㈪
よ
り
社

会
福
祉
協
議
会
（
☎
（46）
３
７
０

２
）

　

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
西
端
巳
午
会
様
よ
り
西
端
小

　

の
教
育
備
品
と
し
て
陸
上
部

　

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
一
式

・
亀
ら
く
会
様
よ
り
市
の
備
品

　

と
し
て
車
椅
子
２
台

哲
学
た
い
け
ん
村
無
我
苑

涛
々
庵
茶
会
・
三
曲
定
期
演
奏

在
宅
介
護
者

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

手
作
り
み
そ
教
室

手
作
り
ケ
ー
キ
教
室

わ
り
ば
し
鉄
砲
を
作
ろ
う

発
明
ク
ラ
ブ
見
学
会

女
性
の
た
め
の
木
工
教
室

茶
の
湯
文
化
講
座

大
人
の
た
め
の
工
作
教
室
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　問合せ　税務課管理係
　１月31日㈬は市県民税（普通徴収）第４期、国民
健康保険税第７期の納期限です。
　納付場所は、納付書裏面に記載された金融機関、
コンビニエンスストアです。期限内の納付をお願い
します。納付書を紛失した場合は税務課窓口で再発
行します。口座振替の申込みをしている場合は、納
期限の日に引き落としされますので、口座残高をご
確認ください。
口座振替をご利用ください
　口座振替制度は、金融機関が皆さんの指定した預
貯金口座から納付を済ませる制度です。納期のたび
に金融機関などに行く必要がなく、納付を忘れるこ
ともないため、大変便利です。是非ご利用ください。
納税のこよみ

納期限のお知らせ

納期限 税金の種類

１月31日㈬ 市県民税（普通徴収）第４期
国民健康保険税第７期

２月28日㈬ 固定資産税・都市計画税第４期
国民健康保険税第８期

①リサイクル本バザー
　図書館の廃棄本や皆さんから提供された本を安く
販売します。
とき　２月３日㈯　９時～17時、４日㈰　９時～15
時
●リサイクル本の回収にご協力ください　　　　　
　家庭で不要となった本で、まだ使えると思われる
ものをバザー品として提供してください。　　　　
とき　１月26日㈮～28日㈰　10時～16時　　　　　
ところ　図書館本館　　　　　　　　　　　　　　
※雑誌、漫画、教科書、受験参考書などや、汚れや
破損の著しいものは対象外です。

②雑誌の無料配布
　保存期限の切れた雑誌を無料配布します。（１人
５冊まで）
とき　２月３日㈯～12日㈪　９時～17時
③喫茶ふれんず
　コーヒー、ジュース（お菓子つき）を販売します。
気軽にお越しください。
とき　２月３日㈯　９時30分～16時、４日㈰　９時
30分～15時
①～③とも
ところ　図書館本館　　　　　　　　　　　　　　
問合せ　図書館本館　☎(41)0894　

リサイクル本バザーと
雑誌の無料配布

下水道工事
　　　説明会

　問合せ　下水道課管理業務係
　平成30年度の下水道整備計画区域の皆さんを対象
に、工事内容・取付管設置などの説明会を行います。
該当者には、事前に案内書類を郵送します。

※時間は19時～20時です。
取付管の設置
　下水管の埋設工事と同時に敷地内の汚水を下水管
に流すための取付管を設置します。　　　　　　　
　説明会の通知に取付管設置申込確認書を同封しま
す。設置位置や必要事項を記入して提出してくださ
い。　　　　　　　　　　

とき ところ 対象地区

１月31日㈬

芸術文化ホール

新川町１、鶴見町
２～６、金山町５

２月１日㈭
相生町５、住吉町
１～３、千福町１
・２

　　２日㈮ 東部プラザ 鷲塚町３・４、旭
町１、縄手町１
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認知症高齢者の
家族のつどい
～独りで抱え込まないで～

募集墓園　新川墓園（１区画）、東山墓園（１区画）、
明石墓園（１区画）
募集数　３区画（申込み多数の場合は抽せん）
※１世帯１区画です。
応募条件
・市内に住所がある
・６か月以内に墓碑を建立できる
・死亡した親族の墓として使用し、ほかに埋葬する
　墓地が無い
使用料　１区画83,490円（永代）
抽せん会
とき　２月20日㈫　19時～　　　　　　　　　　　
ところ　市役所２階談話室１・２　　　　　　　　
※応募のない区画は、２月21日㈬８時30分より先着
順で決定します（同順の場合はその場で抽せん）。
申込み　１月15日㈪～31日㈬に環境課ごみ減量係

　家族と地域を守るための一歩を踏み出すきっかけ
にしませんか。
とき　２月４日㈰　10時
～12時
ところ　文化会館
講師　上園智美氏（名古
屋大学減災連携研究セン
ター受託研究員）
演題　熊本地震がおきた
とき地元では何があった
のか
定員　120人（先着順）
申込み　１月31日㈬までに①参加人数②代表者の氏
名を電話またはＥメールで防災課防災計画係（ bo
sai@city.hekinan.lg.jp）
※Ｅメールの件名は「講演会申込」としてください。

市営墓園利用者募集

　認知症の家族を介護するなかで、困っていること
や悩んでいることなど、同じ思いを持っている人と
情報交換をする集まりです。
　実際に介護している参加者同士で、つらかったこ
とや悩みなどの相談、介護をするなかでの楽しいこ
とや介護のコツなどを話し合ってみませんか。
　認知症に関するミニ講座も開催します。「どんな
薬を使うの」、「薬を嫌がる時はどうしたらよい」、
「どこの病院にかかればよいの」など認知症の治療
薬に関するさまざまな疑問や上手な付き合い方につ
いて、薬剤師が分かりやすく説明します。気軽にご
参加ください。
とき　２月15日㈭　13時30分～15時
ところ　市役所２階談話室４
内容　ミニ講座「認知症の薬を知ろう」、座談会
対象　市内在住の認知症高齢者を介護している家族
定員　15人（先着順）
申込み　２月１日㈭より高齢介護課地域支援係

防災講演会

ところ 内容

新川公民館
☎(41)2103 ＳＡＩＫ会（銅版レリーフ）

中部公民館
☎(42)8266　 スケッチ花の会（植物画）

大浜公民館
☎(42)1182　

碧彩会（油絵）、心身障害者福祉
センター（彩墨画・陶芸）

棚尾公民館
☎(41)0892　

斉藤達夫（陶芸）、高山和美（木
目込人形）、たんぽぽグループ（創
作アップリケ）

日進公民館
☎(48)2678　

切り絵愛好会（切り絵）、手編教
室（手芸・手編み）

鷲塚公民館
☎(48)5412

金友会（絵画）、つぼみの会（部
屋飾りアート）

農業者コミュニ
ティセンター
☎(42)5888

杉浦耕三・信子（写真）

南部市民プラザ
☎(42)8211 竹原景雲（前衛書）

東部市民プラザ
☎(46)1188

古澤志乃子・杉浦瞳・鈴木弘子（ボ
タニカルアート）

とき　２月１日㈭～28日㈬
※月曜日は休館です。ただし、新川・大浜・棚尾公
民館は月曜日も開館します。

※展示者の都合により、開始日・終了日が変更にな
る場合があります。

公共施設ロビー展示
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～業界で生き残る強小カンパニーの創
つ く

りかた～
　夏のうだる暑さのなか、仲間や恋人、家族と食べ
たガリガリ君。発売から35年経った今も、世代を越
えて私たちを楽しませてくれます。その伝説的な商
品を開発し育てた鈴木氏が商品開発やマーケティン
グ、営業、マネジメント、組織づくりをテーマにこ
れまでの経験をあますことなく伝えます。
とき　１月30日㈫　14時～15時30
分
ところ　商工会議所
講師　鈴木政次氏（赤城乳業㈱元
常務取締役開発本部長）
申込み　商工会議所（☎41-1100）

ものづくり講演会

ガリガリ君誕生・成長記

Man Poo Fes 2018
へきなん総合型スポーツクラブ
ダンスコンテスト
　コンテストに向けて各クラスの参加者を募集しま
す。
　制限時間内に演技して、曲・全体との調和、個人
のスキルやオリジナリティ、統一感などを基準に審
査します。ダンスバトルは、オーディエンスの挙手
制または審査員による審査です。
　スラックラインやスケートボード体験もできます。
とき　３月10日㈯　10時～16時（受付は９時～）
ところ　臨海公園ドーム
部門　①リトル（小学生未満）②キッズ（小学１年
生～４年生）③ジュニア（小学５年生～中学生）④
ユース（高校生以上）⑤ダンスバトル
※チーム内の年齢の高い方に合わせます。
曲目　①～④制限時間４分以内の楽曲
※入退場を含みます。
定員　計40組（先着順、１組２～25人）
※各部門４組以上で開催します。
参加費　１人200円
申込み　２月16日㈮17時30分までにへきなん総合型
スポーツクラブ事務局（☎42-4233）

　ＳＵＧＩ－Ｊ氏を講師に迎え、ダンスを一から学
び、振付をしていきます。ワークショップ４回で１
つの作品を創

つく

ります。
　Ｊ－ＰＯＰオンリーで楽しく踊るので初心者の人
も大歓迎です。一緒にダンスでつながり、心を躍ら
せましょう。
とき　３月31日㈯　14時～（開場は13時30分～）
ところ　芸術文化ホール
講師　ＳＵＧＩ－Ｊ氏
対象　中学生
定員　20人（先着順）
●ワークショップ（練習スケジュール）
とき　３月３日、10日、17日、24日の土曜日　10時
～12時
申込み　芸術文化ホール（☎48-3731）

ＤＡＮＣＥ ＰＡＲＴＹ 2018
～ダンスで繋

つな

がる心とリズム～

　1946年茨城県出身。1970
年東京農業大学農学部農芸
化学科卒業後、赤城乳業㈱
に入社。１年目から商品開
発部に配属される。愛すべ
き失敗作を生み出しながら
も、「ガリガリ君」、「ガ
ツンとみかん」、「ワッフ
ルコーン（大手コンビニＰ
Ｂ）」など、数々のヒット商品を生み出す。商品開
発だけでなく、開発営業、原価計算、購買、経営な
ど、人事以外の全ての部門に携わる。

広
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市役所　☎（41）3311　http://www.city.hekinan.aichi.jp/

少年少女発明クラブ員募集

　クラブ員の活動を
援助してもらう指導
員を募集しています。
クラブ員と一緒に発
明クラブの活動に参
加してみませんか。
資格や経験や年齢、
市内在住在勤は問い
ません。

　子どもとコミュニケーションをとることが好きな
人、ボランティア活動に意欲のある人は、是非ご協
力ください。
内容　活動するクラブ員への工作や工具の使い方の
指導や援助（月２回程度）
謝礼　１回3,000円
※詳細は発明クラブまでお問い合わせください。
申込み　ものづくりセンター内少年少女発明クラブ
（☎43-5031）

　平成30年度のクラブ員を募集します。
　紙や木を使った工作・電気工作など、ものづくり
を通して、作る楽しさや工夫する楽しさを学びませ
んか。
対象　来年度小学３～６年生になる児童
活動日　日曜日の９時～12時、13時～16時（月１回）
※64人を超えた学年は、土曜日の午前も実施します。
ところ　ものづくりセ
ンター
料金　5,000円（年会費）
申込み　２月４日㈰ま
でに申込書に年会費を
添えてものづくりセン
ター内少年少女発明ク
ラブ（☎43-5031）
※月曜日を除きます。
中学生のクラブ員も募集しています
　夏休みを中心に随時活動し、アイディア工作・チ
ャレンジコンテストに取り組みます。参加を希望す
る人はお問い合わせください。

　ものづくりを通して、
少年少女に“作る楽しさ”
や“工夫する楽しさ”を
知ってもらい、創造性豊
かな人を育てることを目
的として、平成19年２月
に発足しました。
　はさみ、カッター、のこぎり、かなづち、ドライ
バーなど基本的な道具や電動糸のこの使い方や線を
引く方法、はんだ付けの練習など、各学年に応じた
さまざまな目標に沿って教材を決めています。道具
の使い方を体験し、教材にこめられた“工夫”を実
感し、自分だけの新しいアイディアや工夫を考える
習慣作りを目指しています。
　平成29年度は317人のクラブ員が紙や木を使った工
作や電気工作などのものづくりを通して、作る楽し
さや工夫する楽しさを学んでいます。
◎碧南市少年少女発明クラブのホームページを
ご覧ください
　活動記録では定例
活動の様子を見るこ
とができます。
　クラブ員が楽しく
工作をしている姿を
ご覧ください。　　　　　　 △ホームページ

碧南市少年少女
発明クラブとは？

あなたも発明クラブの指導員（サポーター）になりませんか

教えて！
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